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第１ 総則（本書の位置付け） 

  宮城刑務所及び福島刑務所市場化テストモデル事業業務要求水準書（以下

「業務要求水準書」という。）は，宮城刑務所，福島刑務所及び福島刑務支所

（以下「市場化テストモデル実施庁」という。）における市場化テストに係る

モデル事業（以下「本事業」という。）の受託事業者選定に関し，入札に参加

する事業者を対象に交付する「入札説明書」と一体のものであり，本事業に関

する業務内容及び国が要求するサービスの水準を示し，入札参加者の提案に具

体的な指針を与えるものである。 

  入札参加者は，業務要求水準書において示されているサービス水準を満た

す限りにおいて，入札説明書及び参考資料等に示された諸条件を遵守するこ

とを前提に，業務の効率的な遂行手法等に関しては，自由な提案を行うこと

ができるものとする。 

 

第２ 概要 

１ 目的 

本事業は，受託事業者の創意工夫による業務の効率化や民間事業者の参

入による行刑施設の透明性の確保等，民間活力を活用した行刑施設の適正

な運営を実現することにより，矯正施設の著しい過剰収容下における刑務

官等，国の職員の負担軽減を図るものである。 

具体的には，市場化テストモデル実施庁における業務の一部について，

施設の警備や受刑者の処遇に関わる補助事務等を一つの民間委託事業とし

て包括的契約を行うことにより，業務の弾力的運用等，効率化に資すると

ともに，運営コストの軽減を図るものである。 

 ２ 受託事業者に求められる事項 

  (1) 業務責任者の配置 

   受託事業者は，被用者の中から，本事業を総合的に把握し調整を行う

「業務責任者」を市場化テストモデル実施庁に配置し，次の職務を行わ

せる。ただし，(3)に規定する業務従事者と業務責任者を兼ねさせること

ができる。また，福島刑務支所にあっては，福島刑務所の業務責任者を

して，これを兼ねさせることができる。 

ア 本事業の実施に係る管理・統括 

イ 業務遂行に関する国の職員との連絡・調整 

  (2) 業務従事者の配置 
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受託事業者の被用者で本事業に係る業務に従事する者（以下「業務従

事者」という。）は，本事業の目的を十分に理解し，当該業務を的確かつ

確実に行うに足りる十分な知識及び技能を有する者でなければならない。 

  (3) 名簿の提出 

 受託事業者は，事前に宮城刑務所長及び福島刑務所長に，各々の業務

従事者の名簿を提出し，承認を受けなければならない（福島刑務支所に

あっては，福島刑務所長に提出のこと。）。ただし，業務の効率的な遂行

のために必要である場合には，各所長との協議に基づき，事業者の裁量

による従事者の変更や組み換えは可能なものとする。 

なお，名簿には，業務従事者の住所，氏名，生年月日を記載し，顔写

真，健康診断書，健康保険証等雇用関係を証明する書類及び有資格者に

あっては，当該資格を証する書面（写し）を添付しなければならない。 

(4) 業務従事者に必要な資格等 

 ア 業務従事者は，すべての業務について，高等学校卒業程度の学力を

要する者でなければならない。ただし，下表の業務については，その

区分に従い，必要な資格を有する者でなければならない。 

業   務   名 必 要 な 資 格 

自動車運転業務 大型Ⅰ種運転免許 

女子施設警備業務 １号警備の実務経験１年以上 

正門（含む通用門）警備業務 １号警備の実務経験１年以上 

構外巡回警備業務 １号警備の実務経験１年以上 

運動場等周辺監視業務 １号警備の実務経験１年以上 

＊ 「１号警備」とは，警備業法第２条第１項に規定する警備をい

う（ただし，福島刑務所における構外巡回警備業務に限り，同法

第２条第５項に規定する警備を含むものとする。）。 

イ 業務従事者には，各業務に従事するにふさわしく，かつ，国の職員

と明らかに区別できる服を着用させるとともに，受託事業者の被用者

であることが確認できる身分証明書等を携帯させなければならない。 

ウ １号警備の実務経験１年以上を必要な資格としている業務に従事す

る者については，全員に受託事業者と同一の制服を着用させなければ

ならない。 

エ 資格を要する業務で免許証等の携帯を義務付けられている業務に従
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事させる場合には，必ず免許証等を携帯させなければならない。 

オ 各業務別の業務実施場所及び時間は別添のとおりとする。 

カ 受託事業者は，「第３ 業務別要求水準」に基づく業務を遂行するこ

とが可能である場合に限り，業務従事者を業務間で内部融通させる，

あるいは一部業務を兼務させる，効率的な時間配分により業務自体の

効率化を図るなどの弾力的運用を行うことができる。 

  なお，この場合，事前に宮城刑務所長又は福島刑務所長の承認を受

けなければならない。 

３ 遵守事項 

   業務の遂行に当たっては，次の事項を遵守しなければならない。 

  (1) 受託事業者は，本事業に関する契約書及び指示事項等について，被用

者に十分周知し，業務を円滑に進めるよう指導すること。 

  (2) 受託事業者の被用者は，関係法令，通達及び指示事項等を遵守し，誠

実に受託業務を履行しなければならないこと。 

  (3) 受託事業者の被用者は，業務の円滑な遂行を妨げる行為をしてはなら

ないこと。 

  (4) 受託事業者の被用者は，業務上知り得た秘密を第三者に漏らしてはな

らないこと。 

  (5) 受託事業者の責任において生じた市場化テストモデル実施庁等への損

害については，受託事業者が賠償すること。 

 

第３ 業務別要求水準 

   別表のとおり。 


